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フロイトの症例「エリザベート」についての現象学研究 
─その１─
A Phenomenological Study of Freudʼs case “Elisabeth”  
Part 1
田　中　誉　樹
TANAKA Motoki
This is the case study about a famous Freud's patient. The patient's name was Elisabeth. 
Freud diagnosed her conversion hysteria. Her main complaint was a pain of legs. But there 
were no surgical abnormality. Freud tried to do the psychoanalytic treatment. Fortunately 
the therapy was succeeded and Elisabeth was cured. Freud reported this case as the typical 
successful example of psychoanalytic therapy. He considered the bottom cause of the pain in 
her legs “depressed sexual desires”. But this case should be saw from a different point of 
view and reconsidered carefully. Elizabeth's hysteria was able to explained by some another 
cause. In This paper Elizabeth's experience will be described from a stand point of phenome-
nology, and as a result, We could understand the Elizabeth's mental problem as the existen-
tial human phenomenon, for example, a sense of guilt, hidden moral weakness, adhere to a 
way of living, hunger to love and happiness, etc. So, psychotherapists will be able to be given 
occasion to see and understand their clients as a human being from more wide and deep 
view than Freud's theory of libido.
Ⅰ　問題と目的
　189X 年に、フロイトは、エリザベート・フォン・R 嬢という名（仮名）の女性に対して精
神分析的治療を行っている。エリザベートは、脚の疼痛を訴えて何人かの医師に診察を受けた
が、脚そのものに異常はなく、痛みの原因もわからないままであったため、フロイトを紹介さ
れて来たのであった。この症例は、『ヒステリー研究』（フロイト、1895）１の中に収められ、ヒ
ステリー性障害に対する精神分析的治療─まだ自由連想法は使われておらず、前額法による治
療であったが─の基本的な原理を理解する上で、非常に貴重な資料として、今日でも引用され
ることの多い症例である。筆者は、この症例の中でかわされているエリザベートとフロイトの
対話に、精神分析的な営みが持っている、普段はあまり強調されない、人間の実存解明的な側
面を見て取ることができると考えている。
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　「実存」existense は、もともと、哲学の領域で始まった実存主義哲学 Existential philosophy
の中から生まれてきた概念である。実存主義 Existentialism は、「人間は、どのような世界に
生み出され、どのような世界で生きていかざるをえないか」という人間の現実的存在を問うも
の、そして「人間の生や死に目的や意味はあるのか、人間はどのように生き、どのように死に
臨めばよいのか」といった人間の生の本質的なことを問題として問うものの二つに分けられる。
しかし、どちらの問いを重視するにせよ、このような問い自体は、単に哲学だけの問題ではな
く、心理学、精神病理学、社会学、宗教学、文化人類学など、人間を対象とする他の学問にお
いても突き当たる基本的な問題であり、実存主義の概念と方法は、実際にそれらの領域に取り
入れられている。
　精神分析の理論は、それ自体、実存哲学とは関係ないが、人間の苦悩や生き方の問題に深く
立ち入っていくものである以上、必然的にクライエントの「いかに生きるか」「生きる意味は
何か」という実存的な問題と関わらざるをえない。実際、フロイトの直弟子の中に、精神分析
の実存主義的性質に注目し、独自の立場を築いていった人達もいる。精神分析の実践は、実は、
フロイト自身も気付かぬうちに、生きることの意味や無意味の問題に突き当たり、それを扱っ
ていたのである。精神分析的な心理療法がその真価を発揮するためには、分析的行為の持つ、
人間の実存に深く触れる側面について、臨床家自身が自覚を持っていることが必要である。何
故なら精神分析を科学 science ならしめようとしたフロイトの意志に反して、この人間学的側
面こそが心理療法としての精神分析の本質的なところなのであり、今後、精神分析が向かうべ
き方向（発展可能性）をも暗示しているからである。
　本稿の目的は、以下の２点である。
１．「症例　エリザベート」を現象学的に見直すことによって、エリザベートが、身体的苦痛
を通して何を表現しようとしていたのか、そして、何を求めていたのかを、本能的欲動の次
元のみにとどまらず、実存的意味の次元から明らかにすること。
２．フロイトとエリザベートの治療関係を現象学の視点から見直すことで、精神分析的心理療
法の実存主義的側面を示し、その心理療法としての存在意義を改めて示すこと。
　ただし、この二つのテーマを十分に論じるには、多くの紙面を必要とする。そのため本稿で
は、１．について明らかにするにとどめ、２．については、別の機会に「─その２─」として
論じることにする。
　しかし、我々は、１．を明らかにすることによって、転換性ヒステリーを、「性」、「転換」、「抑
圧」などの、実証性の乏しい概念を用いて説明することで見えなくなっている、ある重要な要
素を把握することができる。すなわち、どのような精神的病いも、それを病みつつ生きている
ある個人の生の文脈の中で、それなりの必然性を持ち、独自の意味を持って「生きられている」
ということを認識することができる。診断名が同じ、「転換ヒステリー」であっても、それぞ
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れのケースを見ると、全く同じ経過をたどり、同じ症状を示し、クライエントの苦しみ方や悩
み方も同じである訳ではない。クライエント達は、それぞれ異なる形で神経症を経験しており、
その症状もそれぞれの生の歴史の個別性を反映した固有の「意味」を持っている。それを理解
し、ひとりひとりのクライエントについて、症状がどのような必然性を持って生じ、その人生
にどのような影響を与え、何を奪い、何を与えたかということをその人の生の文脈に沿って理
解することが必要である。そして、個々のクライエントがどのような援助を必要としているの
かということを理解することが、我々、心理臨床家にとっては最重要事項なのである。したが
って、本稿の「１．」は、神経症を病むということの意味を、個人の生き方に即して理解する
と言う、それ自体、一つの重要なテーマとなりうる意義を持った作業である。そして「１．」
のみで終わるということは、中途半端に「前半」のみで終わるということではなく、それ自体、
完結した結論を必要とするものであるし、その結論を踏まえて初めて、「２．」のテーマに取り
組むことが可能になるのである。
Ⅱ　方　　法
１．現象学 phenomenology の人間存在への応用の歴史的概略とその意義
　現象学的方法による実存論は、もともとは、ドイツの哲学者、マルティン・ハイデガー
（1927）2に始まる方法であるが、心理療法の領域に取り入れられるようになり、1940年代から
1970年代にかけてメダルト・ボス（1962）3、ルードヴィヒ・ビンスワンガー（1967）4など、主
にドイツ系の精神療法家らがその方法を取り入れて統合失調症や躁うつ病患者が世界をどのよ
うに経験しているかを理解しようとしたことから始まっている。1970年代には、ロナルド・レ
イン（1971）5、ロロ・メイ（1986）6など、英米でも現象学的な立場をとる精神病理学者が現れ、
統合失調症の実存的現象学的研究や実存主義的立場からのカウンセリング論などを提唱し、日
本では、木村敏（1975）7らが統合失調症や躁うつ病の経験世界について現象学的研究を行って
いる。しかし最近では、こういった現象学的研究は、非常に少なくなっている。その傾向は特
に日本の心理学において顕著である。現象学的研究の意義は、量的研究ではつかみにくい人間
の「存在の意味」や「実存の様態」などの質的な側面についての研究が可能になるところにあ
るが、その研究の意義が十分に理解されなくなっているように思われる。
　ただ、最近では、現象学的手続きの意義を見直し、質的研究の一つとして取り入れようとい
う動きが欧米から出てきている。この動きは、看護や福祉の領域で顕著であり、アメリカのア
メデオ・ジオルジ（1981）8、パトリシア・ベナー（1994）9などが看護学の研究方法として解釈
学的現象学を応用している。日本においても、西村（2001）10が遷延性意識障害患者とのかかわ
りの中で看護者が体験した、数量的・客観的には実証できないコミニュケーションの感覚につ
いて、メルロ・ポンティの現象学を用いて論じている。医療福祉の領域でも、佐久川、植田、
山本（2009）11がボランティア経験、アルコール依存症者や精神障害者の実存の意味を問うこと、
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そしてそれを踏まえた支援の重要性を、解釈学的現象学立場から強調している。療育の分野で
は、哲学者の村上（2008）12が、医療センターでのフィールドワークを通して自閉症児達とかか
わった経験から、自閉症の世界経験とはどのようなものなのかを研究している。
　現象学の特徴は、人間が世界を経験する様相やその世界で生きていくことの意味について、
人間を抽象的な概念に分解してしまうことによって、その全体性を見失うという危険をおかす
ことなく理解するための有効な方法を提供してくれるところにある。このような方法は、今後、
臨床心理学をも含めた対人支援領域で、クライエント理解のために必要となってくるであろう。
２．方　　法
　具体的に、現象学的分析の方法を説明すると以下のようになる。
１）「基本的テクストの提示」：分析の対象となるテクストを提示した。テクストは、フロイト
による、クライエントが置かれている現実的状況（生活歴、病歴、家族歴など）についての記
述からなっている。
２）「心理的意味からの再構成」：一連の現実的出来事がクライエントにとって持つ心理的意味
に即していくつかの主題に分け、生活史を再構成した。それは、必ずしも現実の生活史的な出
来事の順番に従っていない。面接中に語られた内容を、その文脈上、クライエントにとって重
要な意味を持つと考えられる内容ごとに分けた。精神分析的な意味での心理学的思考は判断中
止（エポケー）した。判断中止とは、現象学的分析の方法の基本であり、研究者の拠って立つ
理論的、思想的前提に基づいた思考・判断を中止し、現象そのものの意味を、それが自分自身
から現れてくるままに見ようとすることを意味している13。
３）「語り」の再構成：上の二つのテクストをもとに、フロイトによって記述されたエリザベ
ートの「語り」を、彼女がフロイトに何を伝えようとしているのかを読み取るために、彼女の
経験に即して、主題ごとに、彼女の言葉（語り）へと翻訳した。
４）実存構造と実存的意味の抽出：各主題から読み取れる実存的な構造と意味を抽出した（本
質観取）。特に、被投性と企投という人間存在の基本構造（実存構造）をエリザベートの生の
文脈に即して明らかにし、エリザベートは「どのようになりたいと思っているのか（実存的願
望）」「どのようになることができるのか（実存的可能性）」、すなわち実存的意味を明らかにし
た。そうすることによって、エリザベートを心理的に援助するための基本的かつ不可欠な原理
の認識が可能になるからである。
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Ⅲ　症例エリザベートの現象学的分析
１．基本的テクストの提示
１）主訴：両脚の慢性疼痛
　フロイトによるエリザベートの治療は1892年から開始された。治療法は、クライエント
の額に治療者の掌を当てて軽く圧迫し、クライエントに「心に思い浮かんだこと」を語ら
せる「前額法」によって行われた。
２）家族歴および生活歴（現実に起こった出来事の歴史）
　エリザベートは、治療開始当時24歳、同居している家族は母親と姉一人。父親は心臓病
で他界、母親は目を悪くし、両目に手術を受けなければならなかった。また既婚の姉が一
人いたが、出産後に心臓病で亡くなっている。エリザベートの心痛は大きく、看病を一人
で受け持っていた。幼年期は、ハンガリーの領地で暮らしていたが、その頃は幸福であっ
た。彼女は、三人姉妹の末っ子であった。目に持病があり、精神的に不安定であった母親
よりも陽気で処世術のうまい父親になついていた。父親は、「この娘は息子の代わりだ。
お互いに考えていることを交わすことのできる友人のかわりだ」とよく言っていた。エリ
ザベートは、自分が女性であることに「心底不満」であった。そして大学教育や音楽教育
を受けたいという野心を持ち、結婚は、そうした計画を実現する妨げになると考えていた。
　彼女は、父親を誇りに思い、家族を誇りにしていた。やがて一家は、ウィーンに移り住
んだが、この頃、父親が心臓発作で倒れ、一年半にわたる看病が始まる。エリザベートは、
看病を主導的にこなし、父親の部屋で睡眠をとり、夜中に呼ばれたらすぐに対応できるよ
うにし、日中もずっと看病をしていた。それでも明るく振舞っていた。
　父親が他界し、家族の生活は「ぽっかりと穴があいたよう」になってしまった。社交面
でも孤立するようになった。その頃から母親の目の病気も悪化し始めた。エリザベートは、
懸命に愛情を持って母親の看病をした。
　父親の喪が明けて長姉が結婚すると、状況はまた悪くなった。義兄は自己中心的で、年
老いて病弱な母親への配慮を怠った。さらに、昇進のために自分の家族を連れて遠方に引
っ越してしまった。長姉がいなくなったことで、母親の寂しさは増した。目の病気が悪化
し、手術が必要となった。エリザベートは、その看病に奔走した。しかし彼女は、「自分
の寄る辺なさ」「失われた幸せを埋め合わせる能力のなさ」「父親の死に際して固めた決意
の実行が自分には不可能であること」を感じていた。この頃、次姉が結婚した。二番目の
義兄は、繊細な神経の持ち主で、「すべてのことに思いやりを持つように教育された」男
性であった。エリザベートは、結婚という制度に対して妥協的な気持ちになった。
　母親の目の状態が落ち着いたのを機に、三家族は、ある避暑地で合流し、滞在した。久
しぶりの休養であった。ところが、この時に、脚の痛みと歩行困難が生じた。エリザベー
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トは、医者の勧めで、その夏を湯治場に滞在することになった。しかし、その療養中に、
次姉が二人目の子どもを妊娠し、それがもともと持病のあった心臓への負担となって容体
がよくないという報せが入る。母親とエリザベートは、「苦痛に満ちた旅」を経て家にた
どり着くが、既に姉は亡くなっていた。家族は、次姉に結婚を許したことを悔い、自らと
医者達や義兄を責めた。エリザベートは、結婚に対して「悲しい印象」を抱くようになり、
自分が望んでいたことすべてが再び崩壊してしまったことを悟った。尚、エリザベートは
過去に右脚にリューマチの既往歴がある。
　以上が、フロイトによって記述された、エリザベートの生活史（概略）である。エリザベー
トの心理面・感情面への言及は多いが、大体において客観的に描かれており、フロイトの解釈
は述べられていない。この生活史は、エリザベートに起こった出来事の連続的な歴史について
の客観的資料となる。
　次に、この生活史を基に、エリザベートが、これらの出来事をどのように経験していたのか
という心理的生活史を構成しなければならない。そして、そこから、脚の疼痛がエリザベート
個人にとって持つ実存的意味を明らかにする。エリザベートが、出来事をどのように経験して
いたかということは、彼女自身の「語り」から明らかにするしかない。エリザベートの症例で
「語り」として用いることができるのは、分析治療によって語られた内容である。フロイトの
治療では、想起内容を歪曲したり、取捨選択したりしないことが原則であった。そしてセラピ
スト自身にも、中立的無前提的な態度が要求された。我々が読むことができるのは、フロイト
が記述したものであり、エリザベートの「語り」に直接的に触れることはできない。そのため
フロイトの記述が、中立的な態度に貫かれていることは、現象学的分析の資料として非常に重
要な意味を持つ。それは、聴く者の先入観を可能な限り排したテクストであると考えられるか
らである。解釈はそれと分かる形でしか差し挟まれておらず、全体の内容を損なうことなく排
除することが可能である。したがって、これをテクストとし、上述の生活史との関連に留意し
ながら、エリザベートの経験的な生活史を構成することは原理的に可能である。
２．心理的意味からの再構成
　以下に提示したのは、現実的な出来事がエリザベートにとって持つ心理的意味から見た
歴史である。そのため必ずしも生活史的な出来事の順番に従っていない。分析中に語られ
た内容を、その文脈上、エリザベートにとって重要な意味を持つと考えられる主題ごとに
再構成したテクストである。
１．恋愛とその挫折
　エリザベートの想起は、ある男性との恋愛についての話から始まった。この男性は、「親
交のあったある家族の息子で両親を亡くしており、彼女の父親を頼りにしていた。尊敬の
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念は父親からその家族の女性達へと広がっていった」。またエリザベートは、「彼が彼女の
ことを愛し始めているという確信、そして彼と結婚すれば自分が恐れているような犠牲を
払わなくてもすむという確信」を感じていた。そして「あるとき彼女は、父親の病床を離
れ、彼と会うことを期待できるパーティーに出席する気になったのであった。彼に送られ
て帰宅する時ほど、彼への温かい気持ちを感じたことはなかった。彼女は、結婚を考える
ようになった。ところが、至福に満たされて遅くに帰宅すると、父親の状態は悪化してお
り、彼女は己の享楽のためにあまりにも多くの時間を犠牲にしたことで自分を激しく責め
たのであった」。その後、彼とは「たまにしか会わなくなった」。そして「この初恋の破局
は、彼女が彼のことを思う度に彼女を痛めつけた」のである。
２．父親に対する愛着とその死
　恋愛の次に、重要であったのは、父親に関する内容であった。ハンガリーでの幼年時代
は幸福であった。エリザベートは、父親によくなついていた。父親は、「この娘は息子の
代わりだ」「友人のかわりだ」とよく言っていた。エリザベートは、自分が女性であるこ
とに「心底不満」であった。そして高い教育を受けたいという野心を持ち、結婚はその妨
げになると考えていた。彼女は、父親と家族の名声を誇りにしていた。父親が倒れると、
エリザベートは、看病を主導的にこなした。日中もずっと看病をしていた。それでも明る
く振舞っていた。あるとき、エリザベートは、フロイトに、「何故痛みが必ずいつも右太
腿から始まるのか知っている。毎朝、父親の腫れた脚の包帯を取り換える時、父親の脚を
上に載せていたのがその部分であった」と語った。また父親が心臓発作を起こして家に運
び込まれた時、彼女は「ドアの所に驚愕しながら根の生えたように立ちつくしていた」。
父親が他界してからは、家族の生活は「ぽっかりと穴があいたよう」になってしまった。
社交面でも孤立するようになった。その頃から母親の目の病気も悪化し始めた。エリザベ
ートは、家族が失った昔の幸福の埋め合わせになりたいという「強い欲望」を抱き始めた。
３．避暑地滞在と義兄への思い
　二番目の義兄は、繊細な神経の持ち主であった。エリザベートは、結婚という制度に対
して妥協的な気持ちになった。母親の目の状態が落ち着いたのを機に、三家族は、ある避
暑地で合流し、滞在した。父親が亡くなって以来、久しぶりの休養の時であった。
　エリザベートはとりわけ気弱になっており、親しい人たちにくっついていたかった。し
かし次姉の勧めもあって、義兄と散歩にでかけた。彼女は義兄の言うことすべてに納得で
きると思った。そして、義兄に似た男性と結婚したいという欲望が増してきた。自分自身
の寂しさと姉の幸せな結婚生活との対照に心が痛んだ。脚の痛みは激しくなり、医者の勧
めで、その夏を湯治場に滞在して療養することになった。数日後、皆でよく訪れた展望台
へ行き、自分の寂しさや家族の運命について考え、姉のように幸せになりたいという強い
欲望を持っていることを、ありのままに自認した。
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４．長姉の別居と次姉の死
　長姉が引っ越していなくなったことで、家の中はさらに寂しくなり、母親の寂しさも増
した。この時期に、母親の目の病気が悪化し、手術が必要となった。エリザベートは、母
親の視力のことを心配し、また母親が目の手術を受けた時の看護で疲弊しきっていた。長
姉が夫に従順で家を出ていくのを止められなかったことで、家族を立て直そうという決意
がくじかれ、絶望感、無力感を感じた。
　次姉の病気の知らせを受け、湯治場からウィーンの家へ向かう列車の中で、夜間、姉の
心配と荒れ狂う痛みとに同時に苦しみながら列車の中で眠れずにいた。次姉の死に目には
会えなかった。そのことが確実だとわかった瞬間に、「これで私が彼の奥さんになれる」
という考えが「暗闇の中をまばゆい稲妻が走ったように」ひらめいた。
５．寄る辺なさと愛への憧れ
　エリザベートは、「自分の寄る辺なさ」「失われた幸せを埋め合わせる能力のなさ」を思
い知らされた。そして一人でいることに苦痛を感じた。その場から一歩も前に踏み出せな
い、という感覚があった。その時まで彼女は、自分は十分にたくましく、男の助けなどな
しでもやっていけると思っていた。だが今や、女として自分は弱いのだという感情と、愛
への憧れが彼女を占拠していた。
３．実存構造と意味の抽出
　各主題から読み取れる実存的な意味を抽出した。特に被投性と企投（ハイデガー、1927）14と
いう人間存在の基本構造（実存構造）に着目して、エリザベートの生の文脈におけるそれらの
構造を明らかにした。そして、それを踏まえて彼女は「どのようになりたいと思っているのか
（実存的願望）」を明らかにした。この願望が，エリザベートの「生の意味」、すなわち実存的
意味を示している。それを明らかにすることによって、エリザベートを心理的に援助するため
の基本的な原理の認識が可能になる。
　ここでいう被投性と企投は、以下のような事柄を指している（松浪他、1966）15。
・被投性Geworfenheit：人間（個人・集団）が、望むと望まざるとにかかわらず、この世界
に投げ出されているという人間存在の基本的性質。
・企投Entwurf：被投的存在である人間（個人・集団）が、状況から自由になるために行う「企
て」。被投的な状況に対して、その拘束性にも拘わらず、自分らしく在ろうとすること（本
来的実存）
１．エリザベートの被投性および企投の様式
１）恋愛
　恋愛は、治療の最も初期に想起された主題であることから、エリザベートにとって、大
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きな意味を持つものであることがうかがえる。最初に付き合った男性は、彼女の父親と家
族を尊敬していた。彼と共にいれば、彼女の野心は、脅かされる心配はなかった。彼とパ
ーティーに出かけた時、エリザベートの感情は「頂点に達し」た。彼女は、「至福に満た
されて」、彼との結婚を決心した。しかし帰宅して、父親の容体が悪化しているのを見た時、
エリザベートは、至福の幸福感と「愛していることへの確信」という肯定的な気分性から、
「自己の享楽」への罪悪感と後悔という否定的な気分性へと突き落とされてしまった（被
投性）。ここには、ビンスワンガーが「上昇と墜落」「上昇と広がり」という言葉で表現し
た人間の実存構造がよく表れている16。恋愛と結婚は、エリザベートにとって、一度は非
常に高揚した幸福な気分のもとに上昇的な広がりをもって経験され、次に、激しい罪悪感
という気分を伴った落下として経験されたのである。深く傷つきながら、エリザベートは
彼との間に距離を置き、父親の看護に精を出すことになった。この時点では、こうするこ
とが、エリザベートにとって唯一、納得のいく世界企投（自分が投げ込まれている世界で、
世界に対して何らかの態度をとっていくこと）の様式であった。
　恋愛の主題は、彼女にとって最も重要なものであり、彼女の生においてまだ実現されず
にいた実存可能性を示していた。しかし、エリザベートの実存は、「父親の病気」「家族の
誇り」によって強く拘束されており、恋愛への可能性は、それらを損なわない範囲に限定
されていた。それ故、恋愛がそれらを脅かす事態に立ち至った時、彼女は、恋愛から遠ざ
からざるをえなかったのである。
２）父親に対する愛着とその死
　この主題は、エリザベートの人生観と深くかかわっていた。エリザベートは、母親より
も父親を好んだ。そして父親から、「息子の代わり」と呼ばれたことが嬉しく、女性であ
ることを「心底不満」に感じ、将来への野心も大きかった。男性の手を借りずに家族の誇
りを守っていきたいというエリザベートの「野心」は、父親に対する愛情の強さと関係し
ている。父親の看病から死に至る過程で彼女が見せた強さは、父親が残したものを守りた
いという思いに由来していた。
　脚の疼痛と父親の看護の間にも、フロイトが指摘するように深い関係があった。父親が
病で倒れ、亡くなったことは、エリザベートにとって「幸福な家族」の支柱を失うことを
意味していた。父親の死によって、彼女の存在を支えていた大きな支柱が失われた。父親
の明るい性質によって気分づけられていた幸福な家庭は失われ、エリザベートは、寂しい
世界へと投げ出された（被投性）。しかし彼女は「明るく振舞う」ように努めた。支柱を
失い、空虚な世界に投げ出されつつも、何とか「立って」いようとした（企投）。家族の
支柱となり、失われた「昔の幸福」を取り戻したいと思っていた。しかしその「立ってい
ること」が強い脚の苦痛と結びついている。フロイトは、父親の死と脚の疼痛は、エリザ
ベートが父親の脚の包帯を取り換える時に、自分の右脚に父親の脚を乗せていた記憶、父
親が倒れた時、玄関で呆然と「立って」いたことの記憶が「象徴化」され、もともとリュ
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ーマチの既往歴があった部位にリビドーが充当され、身体症状へと「転換」したと考えた。
精神分析的な機械論的・エネルギー論的に見れば、「象徴化」作用によって、「抑圧された
表象（または情動）が身体的な感覚領域に移動させられ」ることによって転換ヒステリー
症状（エリザベートの場合は、脚の疼痛）が起こると解釈されうるのである17。しかし、
現象学的に見ると、父親と姉の死という激しい衝撃を伴う二つの経験を通して、「立つ」
という存在様態から、「家を支える」「男性に頼らず独立して生きる」という強さを表す肯
定的な意味が失われ、呆然と「立ちつくしていたこと」、「死」、「肉親の喪失」という、自
分の「弱さ」「無力さ」と直面とすることの苦痛と結びついて否定的な意味が付与された
と見ることができる。ここで彼女が投げ出されている（被投）のは、中心的存在が失われ、
空虚になってしまった家庭という新しい、しかし苦痛に満ちた世界であり、その中で彼女
は、無力感、絶望感にさいなまれた。かつての「幸福な家庭」を取り戻そうという試み（企
投）は徐々に挫折していった。しかし彼女の内的な時間─時計的な時間ではなく、実存的
な時間─は、かつての「幸福な家族」のもとに留まったままであった。若いエリザベート
の世界企投の可能性は、一家の大黒柱的な実存様式へと狭められていた。
３）避暑地滞在と義兄への思い
　避暑地でエリザベートは次姉の幸福な結婚と義兄に対する憧憬の気持ちを意識するよう
になった。次姉と義兄の結婚生活は、エリザベートに自分が置かれている現在の状況との
違いを実感させた。信頼と愛情に満ちた関係の中にいる次姉に比して、自分が置かれてい
るのは、家族の「支柱」としての役割を果たし、独力で「立ち」続けなければならない孤
独な状況であり、その努力が報われず、自分の無力さを実感させられる状況であった。エ
リザベートは、最初に出会った時から義兄に好感を持っていた。家族や妻に対して義兄が
見せる配慮を見るうちに、「結婚という制度に対して妥協的な気持ち」になった。義兄の
存在が、エリザベートの中で徐々に大きくなっていった。避暑地で義兄と散歩し、語り合
いながら「義兄に似た男性を自分のものにしたい」という欲望を感じるようにまでになっ
た。この欲望の芽生えは、これまでエリザベートには閉ざされていた実存可能性へと彼女
が開かれてきたことを示していた。しかし彼女が愛しているのは、実の姉の夫であった。
エリザベートの脚の痛みは、姉夫婦が避暑地を去った後に起こった。道徳的にも、家族へ
の愛情からも、義兄に対する思いを自覚し、表現できる自由は、エリザベートにはなかっ
た。
４）姉の死
　この主題もまた、脚の痛みと結びついている。エリザベートは、妊娠していた次姉が持
病の心臓発作で倒れ、容体がよくないという知らせを受けた。自宅への帰路は、「心配と
荒れ狂う痛み」に苦しめられる旅となった。ところが帰宅して、姉が既に死んでいること
を知った時、彼女の中に、「これで私が彼の奥さんになれる」という考えが「稲妻が走っ
たように」ひらめいた。この表現からも、次姉の死と、その時、彼女の中に生まれた考え
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が激しい衝撃を伴うものであったことわかる。この時、エリザベートは、一瞬ではあるが、
自分のもう一つの、道徳的に受け入れがたい実存可能性と出会ったのであった。このこと
は、彼女が男性の愛情を求める思いが如何に強いものであったかを示していた。この感情
を非道徳的であると断罪することは容易である。しかし、実存主義的観点から見れば、エ
リザベートが抱いたのは、道徳的善悪の判断を超えた、人間存在の「反省以前」の欲望に
根差した感情の発露であったと考えられる。帰宅して次姉が既に死んでいることを知った
ときエリザベートは、呆然と立ち尽くしていた。父親が倒れた時と同様、「立つ」ことと
心身の苦痛とが、ここでも結びついた。フロイトが彼女の生活史を「受難史」と表現して
いるように、エリザベートは、23歳の女性が一人で負うには、大きすぎる重荷を背負って
いたと言える。
５）寄る辺なさと愛への憧れ
　「寄る辺なさと愛への憧れ」という主題は、それまでの４つの主題すべてと関係していた。
「寄る辺なさ」「失われた幸せを埋め合わせる能力のなさ」「女として自分は弱いのだとい
う感情」故に、エリザベートは、一人でいることに苦痛を感じ、「一歩も前に踏み出せない」
という感覚を持つようになった。彼女は、これまでの自分の信念や方法では対処できない
状況に投げ入れられ、自分の人間的弱さを自覚せざるをえなくなったのである。脚の痛み
は、こうした感覚に由来していた。
Ⅳ　結　果
１．脚の疼痛が意味するものとエリザベートの実存構造
　現象学的心理学の観点から、エリザベートのケースを分析して以下のようなことが明らかに
なった。エリザベートは、父親に強い愛情を抱いていた。最初の恋愛の相手（父親の築いた世
界である家族に対する誇り、自己の独立心などを失うことなく愛することのできる男性）との
恋愛が、幸福の絶頂期に、父親の病気の悪化によって罪悪感と共に失われた時、彼女の実存は、
「上昇から落下」へと向かい、「昔の家族の幸福と誇り」という幻想に拘束され、父親の死後、
一家の支柱の役を引き受けなければならなかった（被投性）。彼女の内的な時間は、父親が生
きていた頃の「幸福な家族」のもとに留まり、それを取り戻すために「立って」いなければな
らなかった。しかし、その後に起こる長姉の別居、母親の病気の悪化、次姉の死等の出来事は、
エリザベートを無力感に気分づけられた暗い世界へと投げ出したのであった（被投性）。
　義兄と出会ってから、脚の疼痛が本格化した。それは、「一歩も前へ進めない」、どうしよう
もない絶望的境地へと彼女を追い込んでいった。これは、身体的な意味ばかりでなく彼女の存
在全体が「一歩も前へ進めない」状況、すなわち「限界状況（ヤスパース、1959）」18に追い込
まれていることの表れでもあった。エリザベートは、幸福な家庭生活から思いもよらない限界
状況の中へと投げ出され、独立心、将来への野心、恋愛の幸福も失ったのである。エリザベー
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トが訴えている「立っていられない」という感覚は、彼女が限界状況に追い込まれていること
についての身体による「語り」Rede（ハイデガー、1926）であると言える19。弱さを言葉で語
る代わりに脚の痛みという形で語ったのである。それは、かつてリューマチで痛めたことのあ
る脚であり、父親の脚の包帯を取り換える時、その脚を乗せていた脚であった。脚は、彼女に
とって、自分の弱さや苦しさと関係していた。また、その脚は、父親が倒れて運び込まれた時、
姉の亡骸を前にして義兄と結婚できると思った時、固まって動かなくなった脚であり、衝撃、
悲嘆、絶望感、罪悪感、人間的な欲望と関係している脚であった。これらのことはフロイトも
理解しており、それを「性愛的な表象が抑圧によって追い出され、その表象に付着している情
動がそれと同時期に存在していた身体の痛みを亢進ないしは再活性化させるのに用いられたの
である。すなわちこれは防衛を目的とした転換の機制だったのだ」20と説明した。これは生理
学者として自然科学の訓練を受けたフロイトが精神分析を「科学」たらしめようとして作り出
した転換機制のモデルであった。しかし結局、精神分析は自然科学としての市民権を得ること
はできなかった。なぜならボスが指摘しているように、精神分析は本質的に哲学的性質を持つ
ものであるからである21。当のエリザベート自身、後年、実娘にフロイトの「性的欲求」や「抑
圧」の解釈は、彼女にとってそれほど大きな意味を持つものではなかったと語っていたことが
報告されている（ピーター, G、1997）22。現象学的に見れば、「脚」は、エリザベート自身の存
在と切り離すことのできないものである。父親の死後、家族を支えようと「立って」いたのは、
身体的な「脚」ではなくエリザベート自身の家族への愛情と誇りと責任感である。父親の脚の
包帯を取り換える時、その脚を自分の右脚に乗せていたことは、誰かの「脚」を別の人の「脚」
に乗せるという物質的な「積み上げ」ではない。それは「看護するエリザベート」と「看護を
受ける父親」の交流、彼女から父親への気遣いや心配、父親から娘への感謝といった情緒的交
流を含んだ人間的現象なのである。父親や姉の死に際して、「立ち尽くして」動かなかったのは、
エリザベートの「脚」ではなく彼女自身の存在なのである。大切な家族の死を前に凝固したの
は、肉親の死の衝撃、後悔、罪悪感、喪失感などによって打ちのめされた、彼女の人間的存在
そのもの（実存）なのであり、義兄に思慕の念を強く感じた散歩の時、義兄と共に「歩いて」
いたのも、「脚」ではなく、彼女の義兄への思いや幸福感、姉に対する道徳的気遣いなど、「女
性としてエリザベートそのもの」なのである。脚の疼痛は、フロイトが解釈したような、抑圧
された性的な情動が転換されたものではない。脚の疼痛は、エリザベートの実存の痛み、寄る
辺なさ、行き詰り、心理学による「反省」以前の境位（J, ヴァン・デン・ベルク、1976）23にお
ける実存様態の非言語的な「語り」を意味していたのである。
２．エリザベートが求めていたもの
　それでは、エリザベートは、このような状態の中で、どのようになりたいと望んでいたので
あろうか。このことは、これまでの分析で明らかになっているので詳細は繰り返さないが、少
なくとも以下の様なことは言えるであろう。彼女は、脚の疼痛という「語り」を通して、自分
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が限界状況にいることの苦痛を訴える一方で、その状況から解放され、弱さや非道徳性をも含
めた本来的な自己を引き受け、より自分らしく生きたいという実存的願望を、はっきりと自覚
しないまま「語って」いたのである。父親への尊敬、家に対する誇り、強い独立心と野心故に、
エリザベートは、自分の存在全体の一面しか生きていなかった。疼痛は、これまで強く道徳的
であろうとしてきたエリザベートの中の暗く弱い、しかし人間的な側面の表れであり、歪曲さ
れた形ではあるが、これまで閉ざされていた存在可能性に向けて開かれ、今まで目を向けてこ
なかった自分の暗い側面をも引き受けて、「自分らしく」生きていこうという実存的願望が芽
生えてきたことを意味していたのである。
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